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国連で採択されたSDGs（持続可能な開発目
標）は、地球上の誰一人として取り残さないこ
とを誓う2030年を年限とする国際目標であ
り、当社としても事業活動を通じて貢献をして
いくべきものです。

SDGsで掲げる持続可能で多様性と包括性の
ある世界を実現するための17のゴールと169
のターゲットの中から当社が達成すべき目標を
定め、全社で取り組んでいきます。

大林道路の社会的責任（CSR）は、「ステークホル
ダーとの共存」を基本方針とし、企業理念を念頭に「豊
かな生活環境の創造」「地域社会との共生」「人間尊重の
経営」を実現するために、ステークホルダーに対して
誠意ある企業であることを約束します。

ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーション
を通じて、皆さまの期待に応えるためにどのような価

値をご提供できるかを考え、明確にしたものがCSR
に必要な5つの約束です。

社会資本を整備する公共性の高い事業を担う当社
は、法令や社会ルールの遵守を基本に、社会的な課
題を認識し、課題解決に向けた活動を推進すること
で、安心・安全かつ持続可能な社会づくりに努めて
いきます。

SDGsへの取り組み

ステークホルダーとの共存
大林道路CSR基本方針 

豊かな地域文化に貢献するため、
地域の安心・安全を大切にし、住民
とのふれあいを通じてよき企業市
民として活動します
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大林道路のCSR活動はコンプライ
アンスが基盤であり、経営者が率
先垂範してコンプライアンスを企
業風土に定着させます

当社従業員および協力会社
の皆さまとその家族の幸せの
実現や生活の向上のため、生
き生きと働くことができる職
場環境の整備に努めるととも
に、次代を担う人材の育成に
も注力します

CSRに必要な
5つの約束

環境に配慮した施工・製造プロ
セスを重視し、 CO₂排出量削
減や3R（リデュース・リユース・
リサイクル）、製品・技術を通じ
て環境と調和した事業活動に
努めるとともに、環境保全活動
にも積極的に参画することで
限りある資源を未来につなげ
ていきます

社会からのニーズを的
確にとらえ、「安全」「品
質」「原価」に関する管理
手順を常に精査・改善す
ることで高付加価値・高
機能なものづくりを実
現するオンリーワン企
業を目指します


